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例年９月に巾着田曼殊沙華まつりが開催されていましたが、コロナ禍で２年連続中止、人 

が来ないように花も刈り込みされていました。昨年３年ぶりに開催されましたが豪雨の影

響で生育は悪かったと記憶、今年も９／１６から９／３０の予定で開催されましたが、今

年は猛暑の影響で開花が遅れたために期間を延長して（～１０／６）開催中で、先月２５

日に行ってきました。 

巾着田（巾着田 - Wikipedia）のある日高市あたりは、古代に朝鮮半島から渡来した人た 

ちが住みついたと言われています。 

現上皇陛下の誕生日（当時天皇Ｈ１３／１２）の会見「私自身としては、桓武天皇の生母 

が百済の武寧王の子孫であると続日本書紀に記載されていることに韓国とのゆかりを感じ

ています」は、強く印象に残りました。 

Ｈ２９／９には両陛下で日高市の巾着田や高麗神社を訪れ、当時（多分関東の）ニュース

では「９月２０日、天皇皇后両陛下が私的旅行のため、日高市を訪れました」と報じられま

した。 

年々観光地化されていることが少し気がかりですが、深谷に帰る道すがらの吉見百穴 

（吉見百穴 -Wikipedia）とともに身近でロマンを感じられる「景観」と思っています。 

 
掲句は、このような背景をモチーフに詠んだもので、朝日新聞さいたま文化の入選作です。 

（少し古いですが、Ｒ１／１１／２８付朝日新聞） 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%BE%E7%9D%80%E7%94%B0
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